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世界的なセキュリティリスクの高まりとデジタルビジネスの加速により

日本のセキュリティリーダの責任範囲は急拡大

止まらないサイバー攻撃
ランサムウェア、Emotet

不正リスクの急増

ゼロトラスト

デジタル・ワークプレース進化サプライチェーン・地政学リスク

法規制

クラウド採用増

デジタル競争の加速

AI、ChatGPT

73%燃え尽きを経験した
CISOの割合

出典：ガートナー セキュリティ ＆ リスク・マネジメント サミット 2023, 2023年7月26-28日 
サイバーセキュリティにおける「先入観」を払拭し、リスクを的確に捉える,エンリケ・テシェイラ et al

引用：ガートナージャパンによる国内のCISO/CISO相当のセキュリティリーダ向け調査
2023年5月実施



EDRやNDR等の部分最適を脱し、全体俯瞰のために
セキュリティ製品とベンダの集約を進める組織が急増
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75%セキュリティ・ベンダーの集約を
進めている企業の割合

出典：ガートナー セキュリティ ＆ リスク・マネジメント サミット 2023, 2023年7月26-28日, 
“インシデント・レスポンスの強化： 新しい時代の CSIRT/PSIRT/FSIRTとは” 矢野 薫

引用：ガートナージャパンによる日本のセキュリティリーダ向け調査 2023年2月実施
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セキュリティ運用への投資が急拡大。
検知･対応の製品、セキュリティサービス※ への投資が急成長
※ 運用・コンサルティング･診断･教育

2021年
5,779億円

2023年
6,888億円

2027年
8,667億円

日本のセキュリティ製品・サービス市場規模と構成比の推移

出典：富士キメラ総研 「2022 ネットワークセキュリティビジネス調査総覧 市場編」 2022年11月17日

下記の富士キメラ総研によるセキュリティベンダの国内実績の調査 2022年10月実施
を元にトレンドマイクロにて試算
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